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１．主な内容 

⑴水戸統括センター及び水郡線統括センターの車両検修部門を勝田車両センター所属へ統合する。 

⑵勝田車両センター大子派出所を設置する。 

⑶⑴及び⑵の実施に合わせ、勝田車両センターの体制を見直し、さらなる業務の融合を行う。 
 

２．箇所体制 

 現行 改正 記事 

変形等 交代 計 変形等 交代 計  

勝田車両センター 
管理 ７ ２ ９ ８ ２ １０  

一般 ４1 ８ ４９ ４４ ８ ５２  

※業務の繁閑等に応じて１日当りの出面数（作業ダイヤ数）を柔軟に設定する。 

※上長の指示で管理者が一般社員の業務を行うことや一般社員が管理者の業務を行う場合がある。 
 

３．実施日 

２０２４年１０月１日（火） 
 

４．その他 

施策実施に向けた必要な準備・教育を進めて行く。 
 

５．勝田車両センターの体制見直し（新体制イメージ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

６．主な労使議論 

組合：今施策の目的を明らかにすること。 

会社：水戸エリアの検修職場を統合し、効率的な業務を推進することで、鉄道オペレーションをサステナブルに 

運営することや社員の活躍フィールド等を拡大するためである。 

組合：１０月１日に実施する理由や今回、水戸及び水郡線統括センターの検修部門を勝田車両センター所属とす 

る理由を明らかにすること。 

会社：水戸統括センターでは ELと DLの撤廃や今年４月にGV‐１９７系導入となった。今後は電車と気動車を 

一元管理し、効率的な業務を推進していくことから１０月１日に体制を見直す。 

組合：大子派出所を設置する理由や役割を明らかにすること。また、水戸派出所の役割について示すこと。 

会社：本所とは離れているため、派出所を設置する。現行の水郡線統括センター検修部門の業務を行う考えで 

ある。水戸派出所は現行の勝田車両センター水戸派出所と水戸統括センター検修部門の業務を行う考え 

である。執務箇所は勝田車両センター水戸派出所に集約する考えである。 

組合：必要な教育および訓練内容を明らかにすること。 

会社：ECとDCでは構造や機能が異なるため、丁寧な教育を行う必要があると考える。１０月１日までに仕上げ 

るのではなく、技術の融合を段階的に行う考えである。 

組合：箇所体制について、増加している理由を明らかにすること。 

会社：水戸支社所属の社員が勝田車両センター所属となるためである。水郡線統括センター検修部門では車両 

運用と発注作業を勝田車両センターに集約したため、業務量が減少した。そのため、大子派出所の出面数 

に変化がある。水戸統括センター検修部門の体制に変化はない。 
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